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(57)【要約】
【課題】羽根の安定駆動を実現できて小型化に有利な光
量調節装置及びこれを搭載した光学機器を提供する。
【解決手段】光が通過する固定開口が形成されたベース
部材と、光軸方向において部分的に重なり合って固定開
口を絞る絞り開口を形成し、ベース部材に対して回動し
て絞り開口を変化させる複数の絞り羽根とを有し、複数
の絞り羽根は、少なくとも絞り開口が最小である最小絞
り状態において、各絞り羽根のうちベース部材に対する
回動中心側とは反対側の端部である先端部が、光軸方向
にベース部材に重ならず、回動中心側及び先端部とは別
の支持部でベース部材と重なる複数の第１の絞り羽根と
、少なくとも最小絞り状態において、各絞り羽根のうち
ベース部材に対する回動中心側とは反対側の端部である
先端部が、光軸方向にベース部材に重なる複数の第２の
絞り羽根とを含み、第２の絞り羽根が、第１の絞り羽根
に対して、光軸方向のうちベース部材に近い側およびそ
の反対側のうち少なくとも一方において重なっている。
【選択図】図１



(2) JP 2014-206650 A 2014.10.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光が通過する開口部を形成する光通過開口形成部材と、
　前記開口部内に向けて回動する複数の光量調節羽根とを備え、
　前記複数の光量調節羽根は、羽根の回動方向先端部が前記開口部内に位置するときに回
動方向後端部が前記開口部の縁部に重なる非横断型回動羽根を含むことを特徴とする光量
調節装置。
【請求項２】
　前記複数の光量調節羽根は、全てが前記非横断型回動羽根で構成されることを特徴とす
る請求項１に記載の光量調節装置。
【請求項３】
　前記複数の光量調節羽根は、前記開口部を横断して前記開口部の縁部に重なった状態で
回動する横断型回動羽根を含むことを特徴とする請求項１に記載の光量調節装置。
【請求項４】
　前記複数の光量調節羽根は、複数の前記非横断型回動羽根を重ねた第１羽根群に対して
、複数の前記横断型回動羽根を重ね合わせた第２羽根群を重ねたものからなることを特徴
とする請求項３に記載の光量調節装置。
【請求項５】
　前記光通過開口形成部材は、光が通過する固定開口が形成された固定開口形成部材、ま
たは前記複数の光量調節羽根を回動させる環状の駆動部材を含むことを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか１項に記載の光量調節装置。
【請求項６】
　光が通過する固定開口が形成されたベース部材と、
　前記光の進行方向である光軸方向において部分的に重なり合って前記固定開口を絞る絞
り開口を形成し、前記ベース部材に対して回動して前記絞り開口を変化させる複数の絞り
羽根とを有し、
　前記複数の絞り羽根は、
　少なくとも前記絞り開口が最小である最小絞り状態において、各絞り羽根のうち前記ベ
ース部材に対する回動中心側とは反対側の端部である先端部が、前記光軸方向に前記ベー
ス部材に重ならず、前記回動中心側及び前記先端部とは別の支持部で前記ベース部材と重
なる複数の第１の絞り羽根と、
　少なくとも前記最小絞り状態において、各絞り羽根のうち前記ベース部材に対する回動
中心側とは反対側の端部である先端部が、前記光軸方向に前記ベース部材に重なる複数の
第２の絞り羽根とを含み、
　前記第２の絞り羽根が、前記第１の絞り羽根に対して、前記光軸方向のうち前記ベース
部材に近い側およびその反対側のうち少なくとも一方において重なっていることを特徴と
する光量調節装置。
【請求項７】
　前記第２の絞り羽根の前記先端部は、前記固定開口より小さい前記絞り開口が形成され
る全ての絞り状態において、前記光軸方向に前記ベース部材と重なることを特徴とする請
求項６に記載の光量調節装置。
【請求項８】
　前記第２の絞り羽根は、少なくとも前記最小絞り状態において、前記複数の第１の絞り
羽根の前記光軸方向への反りを制限するように該第１の絞り羽根を押さえることを特徴と
する請求項６に記載の光量調節装置。
【請求項９】
　前記第２の絞り羽根の前記先端部を、前記ベース部材との間で挟み込むカバー部材を有
することを特徴とする請求項６乃至８のいずれか１項に記載の光量調節装置。
【請求項１０】
　前記絞り開口が最小である最小絞り状態は、全閉状態であることを特徴とする請求項６
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乃至９のいずれか１項に記載の光量調節装置。
【請求項１１】
　光が通過する固定開口が形成されたベース部材と、
　前記光の進行方向である光軸方向において部分的に重なり合って前記固定開口を絞る絞
り開口を形成し、前記ベース部材に対して回動して前記絞り開口を変化させる複数の絞り
羽根とを有し、
　前記複数の絞り羽根のそれぞれは、前記ベース部材に対する回動中心側とは反対側の端
部である回動方向の先端部が、前記光軸方向に前記ベース部材に重ならず、回動方向の後
端側であって前記回動中心側及び前記先端部とは別の支持部で前記ベース部材と重なる非
横断型回動羽根であることを特徴とする光量調節装置。
【請求項１２】
　光が通過する固定開口が形成されたベース部材と、
　前記光の進行方向である光軸方向において部分的に重なり合って前記固定開口を絞る絞
り開口を形成し、前記ベース部材に対して回動して前記絞り開口を変化させる複数の絞り
羽根とを有し、
　前記複数の絞り羽根は、
　少なくとも前記絞り開口が最小である最小絞り状態において、各絞り羽根のうち前記ベ
ース部材に対する回動中心側とは反対側の端部である先端部が、前記光軸方向に前記ベー
ス部材に重ならず、前記回動中心側及び前記先端部とは別の支持部で前記ベース部材と重
なる少なくとも１枚の第１の絞り羽根と、
　少なくとも前記最小絞り状態において、各絞り羽根のうち前記ベース部材に対する回動
中心側とは反対側の端部である先端部が、前記光軸方向に前記ベース部材に重なる少なく
とも１枚の第２の絞り羽根と、
　少なくとも前記絞り開口が最小である最小絞り状態において、各絞り羽根のうち前記ベ
ース部材に対する回動中心側とは反対側の端部である先端部が、前記光軸方向に前記ベー
ス部材に重ならず、前記回動中心側及び前記先端部とは別の支持部を持たない少なくとも
１枚の第３の絞り羽根とを含むことを特徴とする光量調節装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の光量調節装置を含む光学系を有することを特
徴とする光学機器。
【請求項１４】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の光量調節装置を備えたことを特徴とする撮像
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置や交換レンズ等の光学機器に搭載される光量調節装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置などに用いられる光量調節装置（絞り装置）においては、光を通過させる絞り
開口を複数の羽根によって形成している。特許文献１には、ベース部材に形成された固定
開口の周囲で、回動可能な駆動リングを用いて多数枚の絞り羽根を移動（回動）させ、多
角形の絞り開口を形成する虹彩絞り装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平２－４８９２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、従来の虹彩絞り装置では、以下のような問題がある。図１０には、従来
の虹彩絞り装置を含む撮像装置の構成を示している。１０１は絞り装置のベース部材であ
り、１０３はベース部材１０１の固定開口の周囲で回動可能な駆動リングである。１０６
は駆動リング１０３を回動させるアクチュエータであり、１０５は駆動リング１０３によ
って、ベース部材１０１に設けられた軸部（図示せず）を中心として回動される複数の絞
り羽根である。さらに、１１４は絞り装置に隣接して配置されたレンズであり、１１３は
レンズ１１４および絞り装置を含む撮影光学系により形成された被写体像を光電変換する
撮像素子である。
【０００５】
　図１０には、複数の絞り羽根１０５を絞り込んで小絞り開口を形成した状態を示してい
る。絞り開口を絞り込んでいくと、複数の絞り羽根１０５は、その先端同士が互いに重な
り合うことでレンズ１１４側に反っていく。このため、この反った絞り羽根１０５とレン
ズ１１４との干渉を避けるために、絞り装置に対するレンズ１４の退避スペースｈを予め
確保しておく必要がある。この結果、撮像装置が大型化する。
【０００６】
　本発明は上述した課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、羽根の安定駆動を実
現できて小型化に有利な光量調節装置およびこれを備えた光学機器を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係わる光量調節装置は、光が通過する開口部を形成する光通過開口形成部材と
、前記開口部内に向けて回動する複数の光量調節羽根とを備え、前記複数の光量調節羽根
は、羽根の回動方向先端部が前記開口部内に位置するときに回動方向後端部が前記開口部
の縁部に重なる非横断型回動羽根を含むことを特徴とする。なお、ここでいう前記光通過
開口形成部材は、光が通過する固定開口が形成された固定開口形成部材、または前記複数
の光量調節羽根を回動させる環状の駆動部材を含むものである。
【０００８】
　また、本発明に係わる光量調節装置は、光が通過する固定開口が形成されたベース部材
と、前記光の進行方向である光軸方向において部分的に重なり合って前記固定開口を絞る
絞り開口を形成し、前記ベース部材に対して回動して前記絞り開口を変化させる複数の絞
り羽根とを有し、前記複数の絞り羽根は、少なくとも前記絞り開口が最小である最小絞り
状態において、各絞り羽根のうち前記ベース部材に対する回動中心側とは反対側の端部で
ある先端部が、前記光軸方向に前記ベース部材に重ならず、前記回動中心側及び前記先端
部とは別の支持部で前記ベース部材と重なる複数の第１の絞り羽根と、少なくとも前記最
小絞り状態において、各絞り羽根のうち前記ベース部材に対する回動中心側とは反対側の
端部である先端部が、前記光軸方向に前記ベース部材に重なる複数の第２の絞り羽根とを
含み、前記第２の絞り羽根が、前記第１の絞り羽根に対して、前記光軸方向のうち前記ベ
ース部材に近い側およびその反対側のうち少なくとも一方において重なっていることを特
徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、羽根の安定駆動を実現できて小型化に有利な光量調節装置およびこれ
を備えた光学機器を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の光量調節装置の第１の実施形態である絞り装置の分解斜視図。
【図２】第１の実施形態における第２の絞り羽根を示す正面図。
【図３】第１の実施形態における第１の絞り羽根を示す正面図。
【図４】第１の実施形態における最小絞り状態を示す正面図。
【図５】実施形態の絞り装置を搭載した撮像装置の断面図。
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【図６】全ての絞り羽根を第２の絞り羽根とした絞り装置の正面図。
【図７】第１の実施形態における絞り装置の全閉状態を示す正面図。
【図８】本発明の光量調節装置の第２の実施形態である絞り装置の分解斜視図。
【図９】本発明の光量調節装置の第３の実施形態である絞り装置の分解斜視図。
【図１０】従来の絞り装置を搭載した撮像装置の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の光量調節装置の第１の実施形態である虹彩絞り装置を分解して示した
図である。また、図２および図３には、それぞれ本実施形態の虹彩絞り装置において用い
られる第２の絞り羽根と第１の絞り羽根を示している。さらに、図４には、第１および第
２の絞り羽根によって最小絞り開口Ａが形成された状態を示している。
【００１３】
　本実施形態の絞り装置は、光が通過する開口部を有する光通過開口形成部材によって光
通過経路を作り、当該光通過経路（開口部）内に移動する複数の羽根によって光量を調節
するための装置となる。具体的には、絞り装置は、光が通過する固定開口１ａが形成され
たベース部材１（固定開口形成部材）を有する。すなわち、ベース部材１は、光通過開口
形成部材の１つとなる。このベース部材１は、後に詳しく説明する複数の絞り羽根（複数
の第１の絞り羽根５および複数の第２の絞り羽根４）の回動中心となる複数の軸部１ｄと
、後述する駆動リング３の回転を案内するガイド１ｅとを有する。固定開口１ａおよび複
数の絞り羽根により形成される絞り開口を通過する光の進行方向（光の通過方向）を、以
下、光軸方向という。
【００１４】
　羽根駆動部６はステッピングモータ等のアクチュエータにより構成され、ベース部材１
に取り付けられている。羽根駆動部６の出力軸には、羽根駆動アーム２が取り付けられて
いる。羽根駆動アーム２には、リング駆動ピン２ｂが設けられている。
【００１５】
　環状の駆動部材となる駆動リング３には、リング駆動ピン２ｂと係合する長孔部３ｂと
、複数（本実施形態では８枚）の絞り羽根４，５を回動させる複数の羽根駆動ピン３ｃと
が設けられている。複数の羽根駆動ピン３ｃのそれぞれは４枚の第２の絞り羽根４のそれ
ぞれの基端部に形成されたカム孔部４ｃに係合しており、残りの羽根駆動ピン３ｃは残り
の４枚の第１の絞り羽根５のそれぞれの基端部に形成されたカム孔部５ｃに係合している
。第１および第２の絞り羽根５，４の基端部には、さらにベース部材１の軸部１ｄが挿入
される孔部５ｄ，４ｄが形成されている。なお、この駆動リング３は、光通過経路を取り
囲む環状の部材によって構成されている。すなわち、駆動リング３は、上述した光が通過
する開口部を有する光通過開口形成部材の一つとなる。
【００１６】
　第１および第２の絞り羽根５，４は、光軸方向において部分的に重なり合って光通過開
口を絞って絞り開口を形成する。ここで、各絞り羽根において、回動中心側である基端部
とは反対側の部分を先端部５ｅ，４ｅと呼び、基端部と先端部との間の部分を中間部と呼
ぶ。また、第１の絞り羽根５において、回動中心である基端部および先端部５ｅとは別で
、少なくとも最小絞り状態においてベース部材に重なる部分を支持部５ｆと呼ぶ。すなわ
ち、第１の絞り羽根５は、羽根の回動方向における先端部５ｅ（回動方向先端部）が光通
過開口内に位置するときに回動方向後端部５ｆ（後端側）が光通過開口形成部材（開口部
の縁部）に重なる非横断型回動羽根となる。このような非横断型回動羽根は、基端側で回
動支持された状態において、その回動動作範囲内において基端部以外の少なくとも一部（
上記では回動方向後端部）が光通過開口を形成する部材（光通過開口形成部材）に重なる
形状を持つ羽根となる。このような非横断型回動羽根を含めることにより、この非横断型
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回動羽根に対して他の羽根が重なると、非横断型回動羽根によって隣接する羽根が支持さ
れ、全体として安定駆動が可能となる。一方、第２の絞り羽根４は、光通過開口を実質的
に横断し、光通過開口形成部材（開口部の縁部）に実質的に重なる横断型回転駆動羽根と
なる。
【００１７】
　ここで、例えば、本実施形態では、複数の非横断型回動羽根と複数の横断型回動羽根と
を併用して、光通過開口の形状を形成し、光量調節を行う構成となる。このとき、複数の
非横断型回動羽根である第１の絞り羽根５からなる群を第１羽根群とし、複数の横断型回
動羽根である第２の絞り羽根４からなる群を第２羽根群とした場合、例えば、本実施形態
では、第１羽根群が第２羽根群に重なり、光量調節構造を実現している。これにより、第
１羽根群が第２羽根群によって実質的に支持され、羽根の安定駆動を実現することが可能
となる。特に、本実施形態では、第１の絞り羽根（非横断型回動羽根）５の外形は第２の
絞り羽根（横断型回動羽根）４よりも小さいことから、第２の絞り羽根４によって第１の
絞り羽根５が実質的に支えられることになる。また、第１羽根群を構成する非横断型回動
羽根は、回動方向の先端部５ｅが開口部内に位置するときに回動方向の後端部５ｆが開口
部の縁部に重なっていることから、羽根自体の反りを防ぐことができ、第１羽根群におい
ても安定駆動を実現することが可能となる。そのため、光量調節羽根の全数を非横断型回
動羽根で構成してもよく、これにより、光量調節装置の更なる小型化を実現できる。ただ
し、羽根の安定駆動を考慮して、１枚又は複数枚の横断型回動羽根を含めるようにしても
よい。横断型回動羽根は、非横断型回動羽根と比べて外形が大きいことから、相互に重な
り合う羽根群の安定駆動という点でメリットがある。また、横断型回動羽根以外の羽根を
含めて光量調節羽根を構成する場合においては、回動しない非回動羽根（直線移動する羽
根）を用いて安定駆動を確保するようにしてもよく、更に上述した非横断型回動羽根、横
断型回動羽根を含めて光量調節羽根を構成するようにしてもよい。なお、非回動羽根を含
めて光量調節羽根を構成する場合には、横断型回動羽根と非横断型回動羽根との間に非回
動羽根を配置することで、横断型回動羽根と非横断型回動羽根との仕切り部材としての役
割も果たす。これにより、更なる安定駆動を実現することが可能となる。なお、非回動羽
根としては、光通過開口を有する１枚の羽根でもよいし、羽根移動方向において対向配置
される一対の羽根でもよい。後者の場合には、一対の羽根における対向する端部の形状に
よって光通過開口を形成するようにすればよい。
【００１８】
　ところで、本実施形態においては、羽根駆動部６によって羽根駆動アーム２が回動され
て駆動リング３が回転すると、羽根駆動ピン３ｃがカム孔部５ｃ，４ｃ内を移動しながら
第１および第２の絞り羽根５，４を軸部１ｄを中心として回動させる。これにより、絞り
開口が、全ての絞り羽根４，５が固定開口１ａの領域外に退避することで形成される開放
絞り開口と、全ての絞り羽根４，５の重なり量が最も多くなって形成される最小絞り開口
Ａとの間で変化し、この絞り開口を通過する光の量が調節される。なお、以下の説明にお
いて、開放絞り開口が形成された状態を開放状態といい、最小絞り開口Ａが形成された状
態を最小絞り状態という。
【００１９】
　カバー部材としての仕切り板７は、ベース部材１の固定開口１ａと同じ径の固定開口７
ａを有しており、ベース部材１との間に駆動リング３と絞り羽根４，５を挟んで、後述す
るケース１１とともにベース部材１にビスにより固定される。すなわち、仕切り板７は、
固定開口７ａが光通過経路となることから、光が通過する開口部を有する光通過開口形成
部材の一つとなる。
【００２０】
　また、仕切り板７に対して絞り羽根４，５とは反対側に、ＮＤフィルタ８を保持したフ
ィルタ保持板９が配置される。フィルタ保持板９は、不図示のフィルタ駆動部によって回
動されるＮＤアーム１０によって平行移動するように駆動され、絞り開口の領域に対して
挿抜される。絞り開口の領域に挿入されたＮＤフィルタ８は、絞り開口を通過する光を減
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衰させる。これにより、絞り開口を、いわゆる小絞り回折が発生するほど絞り込まなくて
も、絞り開口を通過する光の量を調節することができる。
【００２１】
　ケース１１は、仕切り板７との間にフィルタ保持板９を挟んで、仕切り板７とともにベ
ース部材１にビスにより固定される。
【００２２】
　本実施形態の絞り装置において、第２の絞り羽根４は、開放絞り開口（固定開口１ａ）
より小さい絞り開口が形成される全ての絞り状態において、図２に示すように中間部がベ
ース部材１の固定開口１ａを横断するように延び、先端部４ｅが光軸方向にベース部材１
に重なる。仕切り板７は、第２の絞り羽根４の先端部４ｅを、ベース部材１との間で挟み
込むようにして回動可能に支持する。一方、第１の絞り羽根５は、図３に示すように、少
なくとも最小絞り状態では、固定開口１ａを横断せず、その先端部５ｅは光軸方向にベー
ス部材１に重ならない。第１の絞り羽根５は、図３に示すように、少なくとも最小絞り状
態では、支持部５ｆがベース部材に重なる。
【００２３】
　そして、本実施形態では、図１および図４に示すように、第２の絞り羽根４を、複数の
第１の絞り羽根５よりも光軸方向のベース部材１に近い側に配置している。このため、少
なくとも複数の第１の絞り羽根５の大部分が重なり合って最小絞り開口を形成する最小絞
り状態では、第２の絞り羽根４の中間部によって第１の絞り羽根５の光軸方向（ベース部
材１側）への反りを制限するようにこれら第１の絞り羽根５を押さえる。この反りの制限
効果は、最小絞り開口だけでなく、その近傍サイズの絞り開口が形成される状態において
も得ることができる。したがって、図５に示すように、第１の絞り羽根５のベース部材１
側への反りを抑制することができ、絞り装置の薄型化を実現することができる。
【００２４】
　第２の絞り羽根４は、ベース部材１に設けられた固定開口１ａを横断する長さを有する
ので、その長さは第１の絞り羽根５よりも長い。このため、仮に図６に示すように８枚の
全ての絞り羽根を第２の絞り羽根４とすると、これらの絞り羽根４の重なり合いが複雑に
なり、絞り羽根４の配置スペースとして絞り羽根８枚分の厚さ方向スペースが必要となる
。この結果、絞り装置の光軸方向の厚みが増加する。
【００２５】
　これに対して、本実施形態のように第１の絞り羽根５も用いた場合には、図４に示す最
小絞り状態（およびその近傍サイズの絞り開口が形成される状態）において、第１の絞り
羽根５の先端部５ｅを仕切り板７側に寄せることができる。このため、絞り羽根の厚み方
向の配置スペースとして絞り羽根８枚分のスペースを設ける必要がなくなる。具体的には
、開放状態（絞り羽根の固定開口１ａの領域外への退避時）の絞り羽根の重なり数である
４枚分の厚み方向の配置スペースで足りるため、絞り装置の厚みを薄くすることができる
。また、第１の絞り羽根５は、最小絞り開口を形成する絞り状態では、支持部５ｆがベー
ス部材１と重なるため、絞り羽根５の光軸方向（仕切り板７側）への反りを低減すること
ができ、絞り装置の薄型化を実現することができる。また、支持部５ｆを設けることで、
第１の絞り羽根５の重心が、ベース部材の開口部ではなく、ベース部材と重なる位置とな
ることも、第１の絞り羽根５の光軸方向への倒れ、反りを防止できる。
【００２６】
　さらに、全ての絞り羽根を第２の絞り羽根４とすると、図６に示すように、各絞り羽根
４の先端部４ｅと他の絞り羽根４とのクリアランスが絞り羽根３枚分となり、これら絞り
羽根４同士の干渉の可能性が高くなる。これに対し、本実施形態のように第１の絞り羽根
５も用いた場合は、図４に示すように、第１の絞り羽根５の先端部５ｅと他の絞り羽根と
のクリアランスが羽根４枚分となるため、干渉の可能性を低くすることができる。
【００２７】
　また、８枚の全ての絞り羽根を第１の絞り羽根５とする場合においても、支持部５ｆが
ベース部材と重なるため、光軸方向への反りを低減することができ、絞り装置の薄型化を
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実現することができる。
【００２８】
　なお、本実施形態では、第２の絞り羽根４の先端部４ｅが、開放絞り開口（固定開口１
ａ）より小さい絞り開口が形成される全ての絞り状態において、光軸方向にベース部材１
と重なる場合について説明したが、第２の絞り羽根４の先端部４ｅは、少なくとも最小絞
り状態においてベース部材１に重なればよい。これにより、少なくとも最小絞り状態での
第１の絞り羽根５の反りの制限効果を得ることができる。
【００２９】
　また、本実施形態では、第２の絞り羽根４を、複数の第１の絞り羽根５よりもベース部
材１に近い側に配置する場合について説明したが、第２の絞り羽根４を、複数の第１の絞
り羽根５よりもベース部材１とは反対側（仕切り板７側）に位置するように配置してもよ
い。これにより、第１の絞り羽根５の仕切り板７側への反りや倒れを制限することができ
る。
【００３０】
　第１の絞り羽根５および第２の絞り羽根４の反りや倒れを制限できると、絞り精度が向
上するといったメリットがある。さらに姿勢差による絞り開口面積の変化を低減させるこ
とができるメリットがある。
【００３１】
　また、本実施形態では、第２の絞り羽根４の先端部４ｅを、ベース部材１と仕切り板７
とにより挟み込んで支持する場合について説明したが、ベース部材１に第２の絞り羽根４
の先端部４ｅに係合するレールを設ける等、他の方法で第２の絞り羽根４の先端部４ｅを
支持するようにしてもよい。
【００３２】
　さらに、図７で示すように本実施形態で説明した絞り装置に、絞り開口を全閉するシャ
ッタ機能を持たせて、絞り開口が最小である最小絞り状態は、全閉状態であってもよい。
　
【００３３】
　（第２の実施形態）
　図８には、本発明の光量調節装置の第２の実施形態としての虹彩絞り装置を分解して示
している。第１の実施形態では、第２の絞り羽根４を複数の第１の絞り羽根５に対してベ
ース部材１側およびその反対側のうち一方にて重なるように配置した場合について説明し
た。本実施形態では、少なくとも１枚の第１の絞り羽根４と第２の絞り羽根５の間に、第
３の絞り羽根１２を配置している。
【００３４】
　第３の絞り羽根１２は、少なくとも最小絞り状態では、固定開口１ａを横断せず、その
先端部１２ｅは光軸方向でベース部材１に重ならない。また、第３の絞り羽根１２は、第
１の絞り羽根５のような支持部を持たない。
【００３５】
　第２の絞り羽根４および第１の絞り羽根５により、絞り羽根の反りや倒れを制限できる
。また、第３の絞り羽根１２は、形状面積が第１の絞り羽根および第２の絞り羽根に比べ
小さいため、絞り羽根同士の摺動抵抗が少なく、作動に有効である。
【００３６】
　（第３の実施形態）
　図９には、本発明の光量調節装置の第３の実施形態としての虹彩絞り装置を分解して示
している。第１の実施形態では、第２の絞り羽根４を複数の第１の絞り羽根５に対してベ
ース部材１側およびその反対側のうち一方にて重なるように配置した場合について説明し
たが、本実施形態では、第２の絞り羽根５のみを配置している。絞り羽根５が有する支持
部５ｆにより、絞り羽根の反りや倒れを制限することができる。
【００３７】
　（第４の実施形態）
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　図５には、第１、又は第２、又は第３の実施形態において説明した絞り装置を搭載した
光学機器の例としての撮像装置を示している。符号１，３，４，５，６はそれが付された
部材が、第１の実施形態にて同符号を付した部材であることを示している。
【００３８】
　被写体からの光は撮影光学系１５に入射し、撮影光学系１５に含まれる絞り装置の絞り
開口を通過して、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等により構成される撮像素子１３上に被
写体像を形成する。撮像素子１３は、被写体像を光電変換して撮像信号を出力する。撮像
装置は、この撮像信号から映像信号を生成し、この映像信号を記録したり表示したりする
。
【００３９】
　第１乃至第３の実施形態の絞り装置では、複数の第１の絞り羽根５のベース部材１側へ
の反りを第２の絞り羽根４によって制限しているので、撮影光学系１５において絞り装置
に隣接するレンズ１４を絞り羽根４，５に近接する位置に配置することができる。このた
め、図１０に示すように絞り羽根１０５の反りが発生した従来の絞り装置を用いる場合に
比べて、撮影光学系１５や撮像装置を小型化することができる。
【００４０】
　なお、第１及び第２の実施形態で説明した絞り装置は、本実施形態で説明したような撮
像装置に限らず、交換レンズ等の他の光学機器にも搭載することができる。
【００４１】
　なお、以上説明した各実施形態は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実
施形態に対して種々の変形や変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　良好な絞り開口形状を有する小型の光量調節装置およびこれを搭載した小型の光学機器
を提供できる。
【符号の説明】
【００４３】
　１　ベース部材
　３　駆動リング
　４　第２の絞り羽根
　５　第１の絞り羽根
　６　羽根駆動部
　７　仕切り板
　８　ＮＤフィルタ
　９　フィルタ保持板
　１１　ケース
　１２　第３の絞り羽根
　１３　撮像素子
　１４　レンズ
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